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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、身体の「動き」に注目することによって、生業に関わる在来知（local	 knowledge）

の特徴とその生成過程を明らかにする試みである。生業の在来知がもつ特徴のひとつは、養蜂

業者が蜂を、漁師が魚を、というように、向き合う対象があたかも意思を持つかのように扱い、

それに寄り添うことを通してある種の操作を行おうとする点にある。それらの検討を通して、

身体の動きと対象、環境、社会が相互に方向づけあう過程において生成する、異質なシステム

の接合体としての在来知を描く視座が得られた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This research project aims to understand the process how “local knowledge” is generated in the 
daily subsistence activities and to make clear the characteristics of it. In order to approach this 
purpose, we focused on the body “movements”. The knowledge about a certain subsistence 
activity is transferred directly from one person to another through the individual experience 
just by seeing and doing it. Common attitude can be pointed out among the people studied in 
this research such as beekeepers, fishermen, farmers, hunters, potters, etc. People try to direct 
their targets by harmonizing their body movements and skills with the targets’ own “animus”.  
Local knowledge is found in a conjugate of different systems through the multiple interactions 
among people, environment, and community. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文化人類学、文化人類学・民俗学 
キーワード：在来知、生業、身体、動き、環境、異質なパラダイムの併存、意思をもつもの、

社会の記憶 
 
１．研究開始当初の背景 
	 人類学における在来の知識や技術につい

ての研究には膨大な蓄積がある。身体運動や

身体技法に関する研究や、動植物をはじめと

する自然環境や色彩の分類などに注目した

民族知識の研究、生業の技術に関わる研究な

ど、幅広い領域での研究が行われてきた。と

くに 1980年代以降は、急速な近代化に伴う
諸問題を背景に、在来の知識や技術の研究

は、新たな開発の方向性を示唆する可能性

を期待され、開発学や応用人類学での注目

を集めた。人類学以外の分野でも身体性や

技術習得への関心の高まりを背景に多方面

での研究が進んだといえる。 
	 それらを大別すると、在来知識（indigenous 
knowledge）等に関する研究と、経験的な知
や身体知に関する研究がある。これらはきわ

めて近い領域を扱いながらも別の方向で展

開してきた。在来知識の研究が盛んに行われ

てきたのは農業、医療、開発等の分野が顕著

である。そこでは在来知識に見いだせる科学

的な合理性を検証し、農村開発や環境保全に

役立てようとする傾向もある。しかし、それ

は体系化された集合的知識として取り出せ

るものに限定されがちで、身体性や個別性、

変化への目配りが手薄であった。 
	 一方、経験知や身体知に関する研究は、最

近とみに厚みを増しているが、環境や社会と

の接続局面への展開はまだ途上である。その

ような知に共通するある種の形式について

の関心もあるが、そうした認知の普遍性に関

する研究は認知科学等の分野で進んでいる。 
総体としての在来知のありようを理解する
ためには、これらをつなぐ視点が必要である。	 
	 現場で私たちを魅了するのは、身体を動か
して何かができるようになることによって、
技術を含むもろもろの知がいちどきに獲得
される経験である。在来知は、身体や環境に
埋め込まれたまま、人々の日常的な実践—運
動する身体—を通して形を与えられる。それ
は、身体の動きや生産物のかたちとして「見
える」ものであり見えるものたちをどのよう
に関係づけるかに関わる。	 
	 本研究では、「動き」という視点を切り口
に、在来知のありようとその生成過程を描く
ことを試みた。	 
 
２．研究の目的 
	 一般に在来知は、集合的かつ静的なイメ

ージで捉えられがちであるが、実は個別の
身体的経験をベースにしており、環境の変
化に対する個人の試行錯誤や他地域との交
流、開発計画の導入など、さまざまに変化
する状況の中で、常に革新を加えられて、
たち現れてくる動的過程そのものである。
在来知のありようを十全に理解するには、
このように「動きながらそこにある」現象
を捉える視点が不可欠である。 
	 本研究は、マイクロサッカード（固視微動）
という概念を援用することによって、当事者
の「動き」を在来知の研究にとりこむことを
試みた。ここでいう在来知とは、地域の人び
とが、長年にわたる環境との相互作用を通し
て蓄積してきた実践的、経験的な知識、また、
それらと環境に関するある種の信念（世界
観）の複合をさす。 
	 在来知は、人々の経験に根ざした具体的
な知であるがゆえに、抽象化された「知識」
の実体として取り出すことは難しい。人々
は、それがあたかも「そこにある」かのよ
うに、在来知を習得し、ある種の信念を共
有するが、そこでやりとりされるのは、身
体や環境からとりだされた「知識」ではな
く、身体や環境に埋め込まれたままで、人
から人へ伝えられ、人が働きかける対象と
の関係から、直接つかみとる知である。こ
のとき在来知は、人々の日常的な実践—運
動する身体を通して形を与えられるのであ
り、人と人が働きかける対象との間で、あ
るいは人と人との間で揺らぎながら成立し
ている。 
	 このような認識に基づき本研究は、在来
知を環境との関係性の問題と捉え、みずか
らを動かすことを通して、対象および対象
との関係を捉えるやり方として読み解こう
とするものである。それによって在来知の
ありようとその特徴を明らかにし、「動き」
から在来知の生成過程を描く視座を見いだ
すことを目的とした。 
	 	  
３．研究の方法 
	 本研究プロジェクトのメンバーはいずれ
も、生態人類学的な手法を通じて地域に密着
したフィールドワークを展開し、生業に関わ
る在来知の研究を蓄積してきた。 
	 この蓄積の上にたち、本研究は研究会活動
を軸に据えた。まず、各メンバーの調査対
象（日本における転飼養蜂、川漁、アフリ
カにおける焼畑農耕、土器づくり、オセア
ニアにおける漁労、極北カナダにおける狩



猟など）をとりあげ、それら「個別フィー
ルド」での事例に即した在来知の検討と理
論のすりあわせを進めた。同時に、秋田県
に設けた基盤フィールドで、共同調査をお
こない、共通の資料と知見から、「動き」か
らみる在来知の特徴とその生成過程を描く
ための検討をおこなった。 
	 また個別フィールドの事例のすりあわせ
を効果的に進め、理論的な基盤を構築する
ために、在来知における「動き」を空間的
側面、身体的側面、認知的側面の３側面か
ら整理する軸を設けた。さらにそれぞれに
ついての動きに関わる方向性として、汎用
性と埋め込み性、定型化と自在化、集合化
と個別化という２つの方向性を設定して、
在来知の記述を試みた。	  
	 
４．研究成果	 

	 	 個別フィールドにおける在来知の記述の

ほか、基盤フィールドにおける知見との擦り

合わせによって、以下のことが明らかになっ

た。	 

①分節化と接続：生業における一連の身体の

動きは、複数のまとまりを作りながら分節化

する。生産に関わる諸分節は、その消費をめ

ぐる別の原則によって生じる分節に接続さ

れ、全体を構成する。在来知は、別の原則に

従って組織された分節が相互に接続するこ

とによって、異なるシステムの接合体として

生成する。 
②異質なパラダイムの併存：人々の共同作業

においても、参加者は別々の経験をもって関

わりながら相互に行為を接続させ、全体とし

ての活動が成立する。それは、相矛盾するパ

ラダイムを併存させ、突拍子もない発明の素

地ともなる。 
③意思をもつものとしての対象：在来知を特

徴づけるのは、人々が対象を自己の管理下に

置くことによってではなく、それらの指向性

を受け入れ、そこに寄り添う動きを選択する

ことによって、関係を安定させ、ある種の操

作を行おうとする点である。このとき重要な

のは、その対象が人間であれ非人間であれ、

意思をもつものとして捉える認識のしかた

である。 
④社会の記憶へ：人がその対象を意思をもつ

ものとして扱うことは、その行動特性や環境

における位置取りを背景に、対象を自分のな

じみの世界に住まわせる結果を生む。それは

知についての物語を生成し、在来知を社会の

記憶へと結晶させる。 
	 以上のような視点に基づくことによって、

身体の動きと対象、環境、社会が相互に方向

づけあう過程において、異質なシステムの複

合体としての在来知を描く視座が得られた。	 
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